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言語文化学会から 8名、言語社会学会から 8名、合計 16名が4室に分かれて研究成果
を発表しました。第 46回大会（秋季大会）は豊中キャンパスで 10月23日に開催し、
言語文化学会から 7名、言語社会学会から 8名、合計 15名が4室に分かれて研究成果
を発表しました。懇親会にも多数の皆様にご参加いただき盛会となりました。
学会運営については、本年度は、植田晃次先生（副委員長）、大村敬ー先生（学会誌
通年）、小杉世（委員長）、田村幸誠先生（秋の大会運営）、中村静先生（事務局）、西田
理恵子先生（秋の大会運営）、林良彦先生（春の大会運営）、宮崎麻子先生（書記）、宮
本陽一先生（学会誌後期）の 9名の教員委員（五十音順）、および、子森さん、金子理
紗さん、肖蕗博さん、杉山真央さん、陳厳さんの 5名の院生委員（五十音順）から成る、
総勢 14名の委員が担当しました。事務局 3年目の助教の中村先生には今年度も大変お
世話になりました。また他の委員の皆様の働きにも大いに支えられました。学会運営に
伴う実務上の煩雑な業務を黙々とこなしてくださる助教の方のご尽力は学会の円滑な運
営に不可欠なものであり、事務局と委員会の仕事のバランスや委員会の構成など改善と
工夫の必要な課題も抱えているのが現状です。今年度は、昨年度の委員会で決定した投
稿・査読の電子化を初めて実施したことにより、投稿者や査読者の皆様にもいろいろと
ご協力をいただきましたことお礼を申し上げます。今後、将来的な可能性として、院生
の方々にも学会誌の編集過程に補佐として加わっていただくという案や言語学系・理系
の学会で普及しつつある「電子投稿査読システム」を利用することで事務的な仕事を軽
減するなどの案が今年度の委員会では出ました。学会員の皆様には、今後も大会や本誌
に積極的にご参加下さるとともに、学会主担当者不在体制となって久しく、助教も含み
各委員が本務• 本業の傍ら運営にあたらざるを得ない現状の中、ご発表・ご投稿の際の
要項遵守などに関しまして、引き続きご協力をお願い申し上げます。
将来、学会誌を作り上げる過程が教員と院生の共同作業による教育実践の一貰となる
ことを願い、さらに、言語社会学会と合同で開催することになってはや数年経つ大会運
営の試みが、両学会のより一層の交流の機会として、充実していくことを期待します。
2015年2月
大阪大学言語文化学会委員長小杉世
